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学校法人 日中文化芸術学院 

 

 



1、法人の概要 

（1）名 称：学校法人 日中文化芸術学院（平成 27年 4月 1日法人設立） 

 

（2）住所・電話：大阪府大阪市天王寺区大道 3－5－11 

         TEL：06‐6796‐8266  FAX：06‐6796‐8261 

 

（3）設置する学校 

学校名称：日中文化芸術専門学校（平成 27年 4月 1日設置） 

                      高野山文化観光専門学校（令和 8年 4月 1日設置） 

 

（4）課程、学科、修業年限及び定員、生徒数の状況 

（令和 8年 5月 1日現在） 

⚫ 日中文化芸術専門学校 

課 程 学科 修業年限 入学定員 総定員 

文化教養専門課程 観光・通訳ガイド専攻学

科 

2 
4月：55 

10月：

24 

158 

文化教養専門課程 日中通訳学科 2 
4月：24 48 

文化教養専門課程 日本語・日本文化学科 2 
4月：61 122 

合 計 
4月：

140 

10月：

24 

328 

⚫ 高野山文化観光専門学校 

課 程 学科 修業年限 入学定員 総定員 

文化教養専門課程 文化観光学科 2 4月：40 80 

文化教養専門課程 観光通訳・ガイド学科 2 4月：40 80 

合 計 4月：80 160 

 

（5）理事長の氏名：張 永勝 

   理事 7人、監事 2人 

 

 



（6）教職員の状況（令和 8年 5月 1日現在） 

⚫ 日中文化芸術専門学校 

   教員：専任 17人、兼任 22人 

   職員：専任 5人 

   合計：44人 

⚫ 高野山文化観光専門学校 

教員：専任 5人、兼任 3人 

職員：専任 6人、兼任 2人 

合計：16人 

 

2、事業の概要 

（1）教育方針 

⚫ 日中文化芸術専門学校 

 本学は、「観光・通訳ガイド」、「日中通訳」、「日本語・日本文化」に関する専

門的な知識及び技術を修得させ、職業もしくは実際生活に必要な能力の育成と

教養の向上を図ることを目指しています。 

 本学は、既に職業実践専門課程の認定を取得しました。今後は、世界の幅広い

分野で活躍できる翻訳・通訳・観光・文化分野の国際人材を育てるため、観光・

国際ビジネス・翻訳・通訳・文化交流関係の企業関係者を本校の職業実践専門課

程の教育課程編成委員会委員に選任し、業界における新たな動向とスキルに関

する知識などについて、連携企業関係者からの意見を収集・反映して、より効果

的・実践的な授業科目、授業の内容・方法を図っていきます。 

⚫ 高野山文化観光専門学校 

本校は教育基本法の精神に則り、学校教育法に従い「文化観光」、「観光通訳・ 

ガイド」の専門的知識、技術を持った人材育成を行うことを目的として設置する。

卒業後、観光や宿泊業にて活躍し、多数の世界遺産を有する和歌山県を海外に紹

介できる人材を育成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（2）学費 

⚫ 日中文化芸術専門学校 

課程名 文化・教養専門課程 文化・教養専門課程 文化・教養専門課程 

学科名 観光・通訳ガイド 

専攻学科 

日中通訳学科 日本語・日本文化 

学科 

書類選考料 10,000円 10,000円 10,000円 

入学金 50,000円 50,000円 50,000円 

授業料（年間） 800,000円 800,000円 800,000円 

教材費（年間） 30,000円 20,000円 20,000円 

課外活動費（年

間） 

15,000円 15,000円 15,000円 

合計 905,000円 895,000円 895,000円 

 

⚫ 高野山文化観光専門学校 

課程名 文化・教養専門課程 文化・教養専門課程 

学科名 文化観光学科 観光通訳・ガイド学科 

書類選考料 20,000円 20,000 円 

入学金 100,000 円 100,000 円 

授業料（年間） 700,000 円 700,000 円 

教材費（年間） 20,000円 30,000 円 

課外活動費（年間） 15,000円 15,000 円 

合計 855,000 円 865,000 円 

 

（3）当該年度の事業の概要 

 令和 7 年度においては、日中文化芸術専門学校は専門知識及び実践的な能力

の育成に重点を置き、学生一人ひとりに対する個別面談や進路指導を積極的に

実施した。学生が将来の目標を明確に持ち、自らの進路について主体的に考えら

れるよう支援を行い、進路意識の向上に努めた。また、社会経済活動の回復に伴

い、企業からの求人件数も増加し、就職活動においても昨年度以上の成果が見ら

れた。 

 日中文化芸術専門学校の全学科は平成30年度より職業実践専門課程として認

定されており、令和 7 年度においても企業や関係機関との連携を深めながら、

実習や実践的な授業を通じて学生の職業能力の向上を図った。今後も職業実践

専門課程の充実に努め、社会で即戦力として活躍できる人材の育成を目指して

いく。 

 また、令和 7年度は留学生を中心とした学生募集活動にも積極的に取り組み、



国内外の教育機関との連携強化や広報活動の充実を図った。その結果、多様な

国・地域からの学生受け入れを推進することができた。 

 さらに、自己点検・自己評価を継続的に実施することで、日中文化芸術専門学

校の教育活動や学校運営における課題と成果を明確にし、教育内容の改善及び

学校運営の質向上に努めた。今後も教職員一同が一丸となり、学生及び社会から

信頼される、より魅力的な学校づくりを推進していく。 

  また、本法人では以前より設置に向けた準備を進めておりました高野山文化

観光専門学校について、設立申請を行い、令和 8 年 3 月に和歌山県より正式に

認可を受けた。 

 令和 8 年度からは 2 校体制で学校運営を行い、それぞれの特色を生かしなが

ら相互に連携し、地域社会や国際社会で活躍できる高度な専門人材の育成に取

り組んでまいります。 

 

◆ 当該年度の事業の目的・計画 

令和 7年 4月：令和 7年度 4月生入学式、オリエンテーション、2年生向け進

路説明会 

    5月：2年生向け進路説明会、企業説明会 

    6月：全校生健康診断、音楽祭 

    7月：オープンキャンパス、留学生進路ガイダンス 

    8月：教員研修会、オープンキャンパス、夏季学生募集活動 

    9月：在学生前期期末試験、9月卒業式、オープンキャンパス 

    10月：令和 8年 4月生入学試験、学校説明会、課外活動（校外学習・

文化体験） 

    11月：令和 8年 4月生入学試験、課外活動（学年別研修旅行） 

    12月：令和 8年 4月生入学試験 

令和 8年 1月：初詣・日本文化体験、令和 8年 4月生入学試験 

    2月：令和 6年 4月生卒業試験、在学生後期期末試験、令和 8年 4月

生入学試験 

    3月：令和 6年 4月生卒業式、教員研修会、次年度教育計画策定 

◆ 当該計画の進渉状況 

各事業とも、概ね計画通りに実施できた。 

◆ 施設設備関係 

2025年 5月 橋本校舎備品（LEDスクリーン・電子黒板・机・椅子等）を    

購入した。 

2025年 7月 本館校舎維持管理点検・橋本校舎キャンパス維持（草刈り） 

2025年 9月～10月 橋本校舎維持工事（内部修理）をした。 



3、財務の概要 

（1）資金収支計算書 

 



 

 

 

 

 



（2）事業活動収支計算書 

 



 

 



（3）貸借対照表 

 

 

 



 


